
富山県神社庁報　かわら版	 	 	 	 　　第 25 号	 	 　	 	 	 	 平成 23 年 11 月 30 日

富山県

神社庁報

か
わ
ら
版

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
発
行

　

発
行
所　

富	

山	

県	

神	

社	

庁

　

編　

集　

教
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委
員
会
広
報
部
会

去
る
七
月
十
八
日
か
ら
～
二
十
日
に

か
け
て
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
特
に
広
範
囲
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
三
県
の
神

社
庁
へ
尾
崎
庁
長
は
じ
め
四
名
で
（
尾

崎
庁
長
、
平
尾
副
庁
長
、
若
宮
神
政
連

本
部
長
、
松
尾
主
事
補
）
お
見
舞
い
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

出
発
当
日
は
日
枝
神
社
に
集
合
し
、

十
三
時
に
富
山
を
出
発
、
一
路
、
車
で

岩
手
県
へ
向
か
う
。
北
陸
道
、
磐
越
道
、

東
北
道
を
走
行
し
、
二
十
一
時
頃
盛
岡

市
内
ホ
テ
ル
に
到
着
。
翌
十
九
日
、
岩

手
県
神
社
庁
向
か
う
途
中
、
盛
岡
八
幡

宮
に
立
ち
寄
り
、
境
内
茶
屋
で
休
憩
し

て
い
る
と
、
藤
原
隆
麿
宮
司
と
バ
ッ
タ

リ
と
遭
遇
。
藤
原
宮
司
よ
り
県
内
の
被
害
、

神
社
本
庁
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
界
の
対

応
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
十

時
に
岩
手
県
神
社
庁
へ
到
着
。
西
舘	

勲

庁
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
被
災
状
況
や
今

後
の
対
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

お
話
に
よ
る
と
、
復
興
に
向
け
た
様
々
な

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
仮
設
住
宅

で
生
活
し
て
い
る
住
民
に
対
し
、
神
宮
当

局
の
ご
好
意
で
用
意
さ
れ
た
神
宮
大
麻
、

仮
神
棚
を
隈
な
く
頒
布
し
、
信
仰
を
通
じ

て
希
望
を
捨
て
な
い
よ
う
、
神
宮
大
麻
頒

布
活
動
を
展
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

西
舘
庁
長
自
身
も
津
波
に
よ
る
被
害
を
受

け
、
神
社
や
自
宅
な
ど
流
出
し
、
現
在
も

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と

て
、
①
道
路
を
遮
断
し
て
い
た
瓦
礫
（
主

に
船
舶
や
車
、
押
し
流
さ
れ
た
家
屋
）
が

同
地
域
の
広
大
な
敷
地
に
一
箇
所
に
集
約

さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
ほ
ぼ
通
行
可
能
状

態
に
あ
っ
た
。
②
地
盤
沈
下
し
た
箇
所
に

海
水
が
流
入
し
て
こ
な
い
よ
う
、
岸
壁
に

（
応
急
処
置
で
あ
ろ
う
）
土
嚢
を
積
み
対

策
が
施
さ
れ
て
い
る
。
③
未
だ
流
出
を
免

れ
た
住
居
や
商
店
な
ど
（
一
階
は
津
波
の

水
圧
で
柱
が
傾
き
、
二
階
は
健
在
と
い
う

建
物
）
は
取
り
壊
し
が
進
ん
で
い
な
い
。

④
未
だ
「
町
」
と
し
て
の
機
能
が
停
止
し

て
い
る
。と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
仙
台
市
内
で
一
泊
し
ま
し
た
。

翌
二
十
日
、
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、

十
時
に
福
島
県
神
社
庁
へ
到
着
。
丹
治
正

博
副
庁
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
被
災
状
況

宮 城 県 神 社 庁 に て

東
北
三
県
神
社
庁
へ
お
見
舞
い

や
今
後
の
対
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
福
島
県
で
は
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な

被
災
の
あ
っ
た
地
域
と
原
発
事
故
に
よ
る

「
半
径
三
十
㌔
」
圏
内
の
地
域
が
ほ
ぼ
重

複
し
て
お
り
、
同
地
域
の
被
災
さ
れ
た
神

職
は
、
県
内
外
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、
本
人
自
身
が
奉
務
神
社
の
被
災

状
況
す
ら
把
握
で
き
な
い
と
い
う
状
況
も

多
く
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
激
震
と
大

津
波
の
襲
来
に
加
え
て
原
発
事
故
と
放
射

線
風
評
被
害
。
四
重
の
被
害
を
受
け
て
、

県
内
の
農
林
水
産
商
工
業
等
す
べ
て
に
将

岩 手 県 神 社 庁 に て

福 島 県 神 社 庁 に て

の
こ
と
で
し
た
。

岩
手
県
神
社
庁
を
後
に
し
て
、
十
四

時
に
宮
城
県
神
社
庁
へ
到
着
。
鍵
三
夫
副

庁
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
被
災
状
況
や
対

応
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

宮
城
県
神
社
庁
で
は
、
津
波
被
害
で
社
殿

（
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
）
が
跡
形
も
無
く

流
出
し
て
し
ま
っ
た
神
社
が
、
国
よ
り
行

政
に
通
達
さ
れ
た
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
お
け
る
損
壊
家
屋
等
の
撤
去
等
に
関

す
る
指
針
」（
要
約
・
瓦
礫
撤
去
に
関
し
て
、

敷
地
外
に
流
出
し
た
瓦
礫
状
況
に
あ
る
建

築
物
・
工
作
物
等
は
所
有
者
の
意
思
確
認

が
で
き
な
い
場
合
で
も
県
知
事
・
市
町
村

長
の
判
断
で
撤
去
し
て
も
支
障
な
い
）や
、

宗
教
法
人
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
境
内
建

物
及
び
境
内
地
の
定
義
（
第
三
条
）
に
よ

り
、
今
後
、
宗
教
法
人
と
し
て
存
続
を
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
を
鑑
み
、
境
内
地
を
注
連

縄
で
張
り
巡
ら
し
、
社
名
標
柱
、
本
殿
跡

に
御
幣
を
立
て
て
、
こ
こ
が
神
社
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
わ
す
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
庁
舎
内
は
こ
れ
ら
の
柱
な

ど
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
城
県
神
社
庁
を
後
に
し
て
、
宮
城

県
沿
岸
部
で
あ
る
石
巻
市
へ
被
害
状
況
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
去
る
四

月
八
日
に
災
害
復
興
支
援
で
同
地
域
に
赴

き
ま
し
た
が
、
其
の
三
ヶ
月
前
と
比
較
し

石 巻 市 内 を 眺 め て

盛 岡 市 内 桜 山 神 社 に て

大
震
災
四
ヶ
月
を
経
て
富
山
県
神
社
庁
と
し
て
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
東
北
三
県
へ

尾
崎
庁
長
以
下
四
名
で
各
県
神
社
庁
に
於
い
て
義
捐
金
を
手
渡
し
お
見
舞
い
を
行
っ
た
。

に
非
常
事
態
下
に
あ
る
と
状
況
を
お
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
仮
設
住
宅
の
建
設
も
進

み
、
震
災
発
生
後
の
大
混
乱
か
ら
落
ち
着

き
も
取
り
戻
し
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、
神

社
は
氏
子
地
域
が
壊
滅
し
、
今
後
神
社
と

し
て
成
り
立
つ
の
か
非
常
に
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
事
態
は
容
易
で
は

な
い
こ
と
を
感
じ
つ
つ
帰
富
致
し
ま
し

た
。最

後
に
、
お
伺
い
し
た
東
北
三
県
の

神
社
庁
へ
は
、
少
し
で
も
早
く
神
社
復
旧
・

復
興
が
成
さ
れ
る
様
、
富
山
県
神
社
庁
で

準
備
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
義
捐
金
」
を

持
参
し
、
今
回
の
お
見
舞
い
に
併
せ
お
渡

し
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
県
神
社
庁
で
伺
っ
た
お
話

は
「
七
月
現
在
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま

た
は
、
今
後
計
画
中
の
内
容
」
の
一
部
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
復

興
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
刻
一
刻
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
各
県
神
社
庁
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
掲
載
し
た
内
容
以
外
に

様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
「
神

社
」
の
み
な
ら
ず
「
被
災
地
域
」
に
至
る

ま
で
様
々
な
復
興
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

神
社
庁
主
事
補　

松
尾　

樹

（
八
月
に
寄
稿
の
文
章
を
掲
載
）
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富
山
県
神
道
青
年
会
の
取
り
組
み

　

去
る
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
り
、
東
北
地
方
を
中
心

に
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
震
災
当
初
は
情
報
不
足
に
よ
り
、
現
地
へ
い

ち
早
く
赴
い
て
の
支
援
活
動
に
は
限
り
が
あ
り
、
我
々
に
出
来
る
こ
と
と
し
て
、
三

日
後
に
は
被
災
三
県
（
岩
手
・
宮
城
・
福
島
）
の
神
職
デ
ー
タ
の
作
成
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
舩
木
前
会
長
・
上
田
前
神
青
協
監
事
の
指
導
の
も
と
、
富
山

県
神
社
庁
か
ら
の
支
援
物
資
の
搬
送
や
現
地
で
の
炊
き
出
し
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
四
月
の
任
期
交
代
よ
り
、
毎
月
一
回
は
継
続
し
て
支
援
活
動
に
赴
く
こ

と
を
会
員
一
同
で
決
定
し
、
富
山
県
神
社
庁
、
各
神
社
・
諸
先
輩
方
よ
り
の
ご
支
援

を
賜
り
、
活
動
を
展
開
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
津
波
に
よ
り
本
殿

以
下
建
物
が
消
失
し
た
南
右
田
神
社
（
福
島
県
南
相
馬
市
鎮
座
）
で
は
、
瓦
礫
撤
去

作
業
中
に
御
神
体
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
、
震
災
よ
り
わ
ず
か
二
カ
月
後
の
七
月

十
二
日
に
は
、
㈱
森
田
建
設
様
の
篤
志
に
よ
り
、
仮
社
殿
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

現
在
も
多
く
の
方
々
が
復
興
活
動
に
従
事
さ
れ
、
ま
た
、
被
災
地
の
方
々
は
、
日
々

起
こ
る
余
震
や
放
射
能
と
闘
い
な
が
ら
、
復
興
の
日
を
信
じ
、
苦
境
に
耐
え
て
暮
ら

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
復
興
へ
の
道
筋
が
未
だ
に
不
鮮
明
で
あ
り
ま
す
。

　

本
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
継
続
し
て
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
先
輩
諸
賢
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
卒
更
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

災
害
復
興
支
援
活
動

（
三
月
〜
十
一
月
）

３
月
14
日　

被
災
県
各
県(

岩
手･

宮
城･

福
島
県)

の
神
職
デ
ー
タ
作
成
（
十
七
名
）
有
礒
正
八
幡
宮
社
務
所

　
　

20
日　

富
山
神
青
支
援
物
資
搬
送
（
山
形
県
寒
河
江
市
へ
二
名
）	

	

寒
河
江
八
幡
宮

　
　

21
日　

富
山
県
神
社
庁
支
援
物
資
梱
包
作
業　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
名
）	

伏
木
神
社

　
　

22
日　

富
山
県
神
社
庁
緊
急
支
援
物
資
輸
送
助
勢
（
宮
城
県
石
巻
市
二
名
）	

雫
羊
崎
神
社

　

23
～
24
日
神
青
協
緊
急
支
援
物
資
輸
送
助
勢
（
岩
手
県
盛
岡
市
・
福
島
県
郡
山
市
へ
四
名
）	

盛
岡
八
幡
宮
・
開
成
山
大
神
宮	

　
　

27
日　

富
山
神
青
緊
急
支
援
物
資
輸
送
（
福
島
県
へ
二
名
）
福
島
県
二
本
松
市

　
　

28
日　

富
山
県
神
社
庁
緊
急
支
援
物
資
輸
送
助
勢
（
福
島
県
へ
二
名
）	

福
島
県
二
本
松
市

４
月
８
日　

神
青
協
「
炊
き
出
し
」
活
動
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
四
名
）	

月
山
神
社

　
　

12
日　

富
山
神
青
支
援
物
資
搬
送
（
福
島
県
へ
五
名
）	

福
島
県
い
わ
き
市

　
　

13
日　

神
青
協
「
炊
き
出
し
」
活
動
（
宮
城
県
石
巻
市
へ
五
名
）	

大
嶋
神
社

５
月
24
日　

被
災
神
社
災
害
復
興
支
援
活
動
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
六
名
）	

一
景
島
神
社

６
月
15
日　

被
災
神
社
災
害
復
興
支
援
活
動
（
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島
区
へ
五
名
）	

御
刀
神
社
・
南
右
田
神
社

７
月
12
日　

被
災
神
社
災
害
復
興
支
援
活
動
（
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島
区
へ
八
名
、
神
青
会
OB
含
）
南
右
田
神
社

８
月
４
日　

被
災
神
社
災
害
復
興
支
援
活
動
（
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島
区
へ
四
名)

山
田
神
社
、
太
田
神
社
、
赤
鷲
神
社

　
　

９
日　

富
山
県
神
社
庁
高
岡
新
湊
支
部
・
砺
波
支
部
・
氷
見
支
部
の
共
催

	
	

　
　
　

「
福
島
県
神
社
庁
い
わ
き
支
部
と
の
交
流
会
」
助
勢	

（
九
名
）	

氷
見
市
小
境
海
岸

９
月
21
日　

災
害
復
興
支
援
活
動
（
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
三
名
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

10
月
20
日　

災
害
復
興
支
援
活
動
（
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
八
名
、
神
青
会
OB
含
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

11
月
７
日　

被
災
神
社
災
害
復
興
支
援
活
動
（
宮
城
県
南
三
陸
町
へ
八
名
）　

二
渡
神
社

東日本大震災災害復興支援活動


